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明
治
四
十
年
、
函
館
で
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。「
盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑

誌
」
へ
「
一
握
の
砂（1
）」
を
書
く
啄
木
の
手
も
と
に
は
、
一
冊
の
『
立
身
策
』

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
、
そ
れ
を
確
認
し
て
み
た
い
。
左
の
上
は

「
一
握
の
砂
」、
下
が
『
立
身
策
』
で
あ
る
。

噫
、「
怠
る
勿
れ
」
か
く
謂
ひ
て
戒
む
る
人
も
、
か
く
謂
ひ
て
戒
め
ら

る
ゝ
人
も
、
多
く
は
皆
怠
り
て
あ
る
こ
そ
浅
ま
し
け
れ
。
こ
ゝ
に
大
方
の

人
の
た
め
に
、
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
サ
ル
ヴ
ア
ン
テ
ス
が
言
あ
り
。
曰
く
時8

と
称
す
る
大
時
計
に
は

8
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一
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さ
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曰
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「
今8

」
又
曰

く
、
人
は

8

8

い
づ
れ
追
々

4

4

4
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と
い
ふ
途
を
過
ぎ
て

8
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、
遂
に
は
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決
し
て
能
は
ず
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と8

い
ふ
家
に
至
る
も
の
也
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古
詩
に
も
亦
同
じ
意
味
な
る
が
あ
り
。
曰
く
、
無
窮
其
者
と
い
へ
ど

5
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も5

、
一
分
時
の
損
失
を
回
復
す
る
の
力
あ
る
こ
と
な
し
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。

　

閃
々
と
前
に
落
ち
後
に
去
る
「
今
」
こ
そ
は
、
ま
こ
と
に
こ
れ
「
永
遠
」

の
瞳
な
る
べ
き
也
。「
今
」
を
捉
へ
よ
。
然
ら
ず
ば
「
永
遠
」
は
汝
の
手
よ

り
逃
げ
去
ら
む
。
前
頭
に
髪
あ
れ
ど
も
後
頭
な
め
ら
か
に
禿
げ
て
、
一
度
の

が
せ
ば
追
へ
ど
も
〳
〵
捉
へ
難
き
「
機
会
」
は
、
即
ち
此
「
今
」
也
。
砂
翁

の
句
に
曰
く
予
は
時
を
浪
費
せ
り
、
今
や
時
予
を
浪
費
せ
む
と
す
、
と
。

時
と
稱
す
る
大
時
計
に
は
唯
一
語
の
記
さ
れ
あ
る
の
み
、
曰
く
今
。

人
は
孰
れ

0

0

追0

々0

と
云
ふ
途
を
過
ぎ
て
、
遂
に
决0

し
て
能
は
ず

0

0

0

0

0

と
云
ふ
家
に

至
る
も
の
也
。

サ
ル
ワ
ン
テ
ス

（『
立
身
策
』「
第
八
章　

現
在
に
働
け
」
八
八
頁
）

無
窮
其
物
と
雖
、
一
分
時
の
損
失
を
回
復
す
る
の
力
あ
る
事
な
し
　
古
詩

予
は
時
を
浪
費
せ
り
、
今
や
時
予
を
浪
費
せ
ん
と
す
。シ

エ
ー
ク
ス
ピ
ー
ア

（『
立
身
策
』「
第
四マ
マ

章　

貴
重
な
る
分
秒
時
」
六
一
頁
）

　

論
　
文

「
一
握
の
砂
」
と
『
立
身
策
』
と
『
美
の
宗
教
』
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啄
木
が
「
一
握
の
砂
」
に
引
い
た
「
サ
ル
ヴ
ア
ン
テ
ス
が
言
」「
古
詩
」「
砂

翁
の
句
」
は
、『
立
身
策
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
そ
れ
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

『
立
身
策
』
に
は
「
羅
馬
の
古
諺
に
曰
く
『
機
會
は
其
前
頭
毛
髪
を
有
す
れ
ど

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

も
、
後
頭
は
禿

88

8

8

8

8

也8

」
 （

2
）

 の
記
述
も
あ
る
が
、
こ
の
「
羅
馬
の
古
諺
」
と
同
様
に
、

金
言
、
古
詩
の
類
い
で
あ
れ
ば
、
他
所
で
い
く
ら
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
吟
味
は
後
述
す
る

と
し
て
、
ま
ず
は
、『
立
身
策
』
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
話
を
始
め
て
み
よ

う
。

　
　
　
　
一

　
『
立
身
策
』
は
明
治
三
十
年
十
月
に
開
拓
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
隅
谷
己
三

郎（
3
）に

よ
る
纂
訳
で
、
原
書
は
、
オ
リ
ソ
ン
・
ス
ウ
ェ
ッ
ト
・
マ
ー
デ
ン
（O

rison 
Sw

ett M
arden

）
のPushing to the front; or, Success under diffi

culties; a book 
of inspiration and encouragem

ent to all who are struggling for self-elevation 
along the paths of knowledge and of duty

で
あ
る
。
そ
の
「
緖
言
」
に
隅
谷
は
、

原
書
はPushing to the Front or, Success U

nder D
iffi

culties
と
云
ひ
、

O
rison Sw

ett M
arden

氏
の
著
す
所
に
し
て
、數
年
の
勞
を
積
み
し
も
の
、

其
目
的
は
逆
境
の
靑
年
に
光
明
を
與
へ
、
立
身
の
大
衟
を
示
し
、
進
取
勇

往
の
必
要
を
敎
ふ
る
に
あ
り
、
而
し
て
之
又
此
纂
譯
の
成
る
所
以
な
り
と

す
。

と
記
し
て
い
る
。

　

一
八
四
六
年
に
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
で
生
ま
れ
た
マ
ー
デ
ン
は
、
今
日

で
は
雑
誌SU

C
C

ESS

を
創
刊
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
三
歳
で
母
親
を
、
七
歳
で
父
親
を
亡
く
し
、
幼
い
頃
か
ら
マ
ー
デ
ン
の
苦

労
は
絶
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
マ
ー
デ
ン
に
人
生
の
転
機
が

訪
れ
る
。
屋
根
裏
部
屋
で
、
た
ま
た
ま
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
のSelf-

H
elp

を
手
に
し
た
の
だ
。
そ
の
本
を
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
重
い
と
感
じ

た
マ
ー
デ
ン
は
覚
え
て
し
ま
う
ほ
ど
何
度
も
読
み
返
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
、Self H

elp

が
自
分
や
イ
ギ
リ
ス
の
少
年
た
ち
の
刺
激
と
な
っ
た
よ
う

に
、
ア
メ
リ
カ
の
少
年
た
ち
を
励
ま
す
本
を
い
つ
か
書
き
た
い
と
夢
見
た
の
だ

そ
う
だ
。
そ
の
後
、
マ
ー
デ
ン
は
ボ
ス
ト
ン
大
学
を
卒
業
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
で
は
医
学
博
士
号
を
取
得
し
た
だ
け
で
な
く
、
ホ
テ
ル
経
営
に
も
乗
り
出
し

て
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
事
業
の
拡
大
に
失
敗
し
、
ホ
テ
ル

も
火
事
で
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
の
火
災
に

よ
っ
て
マ
ー
デ
ン
は
書
き
た
め
て
い
た
ア
メ
リ
カ
版Self H

elp 

の
五
千
頁
に

も
わ
た
る
原
稿
ま
で
灰
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
マ
ー
デ
ン

は
諦
め
な
か
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
に
戻
り
、
夢
の
本
を
書
き
直
し
て
、
一
八
九
四

年 

、
つ
い
にPushing to the Front 

が
世
に
出
た（

4
）。

　

こ
のPushing to the Front

は
、
す
ぐ
に
世
界
中
で
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
の
だ
が
、
日
本
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
コ
ノ
リ
ー
に

よ
るThe life story of O

rison Sw
ett M

arden （
5
）に

は
、

  N
early one m

illion copies have been sold in Japan alone. “I have 
‘Pushing to the Front’ issued by four houses there,” says A

rthur 
W

. B
row

n. “I also had it from
 three others, but gave them

 aw
ay,—

and think I have seen it from
 three m

ore, but am
 not quite sure,—

all w
ith notes in Japanese, and, I think, no tw

o just alike. A
 Japanese 

w
hom

 I knew
 in the old Em

bassy days under Lanm
an called on m

e 
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in Providence, and told of its great vogue in his country. I expressed 
surprise. ‘W

hy,’ said he, ‘am
ong ourselves w

e often call it the 
Japanese B

ible.’ A
t this I expressed still greater surprise. ‘D

idn’t you 
know,’ he asked, ‘that it w

as that book w
hich gave us the courage to 

resist the R
ussian encroachm

ents? ’”

と
書
か
れ
て
い
る
。「
日
本
だ
け
で
百
万
部
近
く
売
れ
て
い
る
」
と
い
う
記
述

が
ど
の
程
度
事
実
を
伝
え
て
い
る
か
は
不
明
な
が
ら
、『
立
身
策
』
だ
け
で
な

く
、『
出
世
の
栞
』（
明
三
四
・
三
、
博
文
館
）、『
立
身
訓
』（
明
三
五
・
七
、

明
進
堂
）、『
成
人
哲
学
』（
明
三
六
・
九
、
弘
文
社
）
と
い
う
よ
う
に
、
姿
を

変
え
て
複
数
の
出
版
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
ま
っ
た

く
の
根
拠
の
な
い
話
と
い
う
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
だ
。

　
「
坊
っ
ち
や
ん
」
に
は
、「
誰
を
捕
ま
へ
て
も
片
仮
名
の
唐
人
の
名
を
並
べ
た

が
る
」
赤
シ
ヤ
ツ
の
悪
癖
に
、
坊
っ
ち
や
ん
が
、

お
れ
の
様
な
数
学
の
教
師
に
ゴ
ル
キ
だ
か
車
力
だ
か
見
当
が
つ
く
も
の

か
、
少
し
は
遠
慮
す
る
が
い
ゝ
。
云
ふ
な
ら
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
自
伝
だ
と

か
プ
ツ
シ
ン
グ
、
ツ
ー
、
ゼ
、
フ
ロ
ン
ト
だ
と
か
、
お
れ
で
も
知
つ
て
る

名
を
使
ふ
が
い
（ゝ
6
）。

と
腹
を
立
て
る
場
面
が
あ
る
が
、「
プ
ツ
シ
ン
グ
、
ツ
ー
、
ゼ
、
フ
ロ
ン
ト
」

は
そ
れ
く
ら
い
な
ら
「
お
れ
で
も
知
つ
て
る
」
と
い
う
ほ
ど
に
名
前
が
売
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。The life story of O

rison Sw
ett M

arden

に
は
、
こ
の
本
が

「
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
抵
抗
す
る
勇
気
を
与
え
た
」
と
い
う
発
言
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
マ
ー
デ
ン
よ
ろ
し
くSelf H

elp 

（『
西
国

立
志
編
』）
に
影
響
を
受
け
た
世
代
に
続
く
日
露
戦
前
の
青
年
た
ち
がPushing 

to the Front

の
主
な
読
者
層
に
な
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

Pushing to the Front

は
、
明
治
四
十
二
年
か
ら
四
十
三
年
に
か
け
て
『
立

志
論
』
と
し
て
全
五
巻
で
内
外
出
版
協
会
か
ら
竹
村
修
訳
で
刊
行
さ
れ
る
な

ど
、
日
露
戦
後
も
長
く
読
み
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
こ
れ
に

は
別
の
理
由
が
あ
っ
た
。
英
語
の
教
科
書
や
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
明
治
三
十
年
に
三
省
堂
か
ら
こ
れ
が
発
売
さ
れ
る
と
、
三
年
後
の

『
プ
ッ
シ
ン
グ
ツ
ー
ゼ
フ
ロ
ン
ト
註
解
』（
英
語
世
界
社
）
の
「
序
」
に
「
此

書
ノ
大
ニ
用
ヒ
ラ
レ
テ
都
鄙
官
公
私
諸
種
ノ
學
校
ニ
於
テ
敎
科
書
ト
ナ
ル
ニ

至
ラ
ン
ト
ハ
」
と
驚
き
を
も
っ
て
語
ら
れ
た
が
、
明
治
四
十
二
年
六
月
の
『
譯

註
プ
ッ
シ
ン
グ
ツ
ー
ゼ
フ
ロ
ン
ト
』（
日
進
堂
）
の
「
は
し
が
き
」
に
は
「
現

今
我
中
等
程
度
の
學
校
に
し
て
、
本
書
を
採
用
せ
ざ
る
も
の
殆
ん
ど
之
無
き
」

と
、「
序
」
に
は
「
余
の
甞
つ
て
中
學
に
學
ぶ
際
に
敎
科
書
と
し
て
用
ゐ
、
後

自
ら
中
學
に
敎
鞭
を
執
る
際
に
も
之
を
用
ゐ
し
事
あ
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
ま
で

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
マ
ー
デ
ン
の
「
区
切
れ
な
く
続
く
特
徴
を
も
ち
、

そ
こ
で
は
し
ば
し
ば
省
略
が
な
さ
れ
、
意
味
不
明
瞭
な
表
現
が
ち
り
ば
め
ら
れ

て
」
い
る
と
い
う
「
独
特
の
英
文（

7
）」

が
、
教
え
る
側
に
は
却
っ
て
都
合
が
よ

か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
学
校
と
い
う
制
度
に
よ
っ
て
、
立
身
と

英
語
が
撹
拌
さ
れ
、
容
易
に
混
ざ
り
合
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な

い
。
だ
か
ら
、「
盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑
誌
」
に
「
一
握
の
砂
」
を
書
く
啄
木

が
、Pushing to the Front

を
意
識
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
体
は
不
自
然
な

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
関
連
書
籍
が
ひ
し
め

く
中
で
啄
木
が
参
照
し
た
の
は
、『
立
身
策
』
そ
の
本
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

冒
頭
に
引
い
た
箇
所
か
ら
、
さ
ら
に
一
節
を
抜
き
出
し
、
検
証
し
て
み
よ
う
。
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二

こ
ゝ
に
大
方
の
人
の
た
め
に
、
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
サ
ル
ヴ
ア
ン
テ
ス
が
言

あ
り
。
曰
く
時
と
称
す
る
大
時
計
に
は

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
唯
一
語
の
記
さ
れ
あ
る
の
み
曰

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

く8

「
今8

」
又
曰
く
、
人
は

8

8

い
づ
れ
追
々

4

4

4

4

4

と
い
ふ
途
を
過
ぎ
て

8

8

8

8

8

8

8

8

、
遂
に
は

8

8

8

決4

し
て
能
は
ず

4

4

4

4

4

と
い
ふ
家
に
至
る
も
の
也

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。

こ
の
箇
所
は
、
次
の
よ
う
な
『
立
身
策
』
の
「
第
八
章　

現
在
に
働
け
」
の
冒

頭
部
分
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

時
と
稱
す
る
大
時
計
に
は
唯
一
語
の
記
さ
れ
あ
る
の
み
、
曰
く
今
。

人
は
孰
れ

0

0

追0

々0

と
云
ふ
途
を
過
ぎ
て
、
遂
に
决0

し
て
能
は
ず

0

0

0

0

0

と
云
ふ
家
に

至
る
も
の
也
。

サ
ル
ワ
ン
テ
ス

何
時
其
を
始
む
べ
き
や
と
考
ふ
る
や
、
時
既
に
遲
き
事
屡
々
之
れ
あ
り

ク
ウ
イ
ン
チ
リ
ア
ン

愚
者
が
心
を
決
し
た
る
時
は
、
競
賣
既
に
終
れ
る
時
也
。
　
西
班
牙
古
諺

躊
躇
し
て
其
日
を
失
は
ゞ
、
明
日
も
亦
失
は
る
可
し
、
然
し
て
明
後
日
に

至
て
は
尚
更
に
怠
惰
な
ら
ん
。

直
行
し
て
此
瞬
時
を
捕
へ
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ー
ア

　

Pushing to the Front （
8
）で

は
多
く
の
章
の
冒
頭
で
エ
ピ
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、

俚
諺
や
金
言
が
配
さ
れ
て
お
り
、『
立
身
策
』
は
そ
れ
を
受
け
て
い
る
の
だ
が
、

原
書
で
こ
の
箇
所
は
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

  “O
n the great clock of tim

e there is but one w
ord —

 N
O

W
.”

  N
ote the sublim

e precision that leads the earth over a circuit of five 
hundred m

illions of m
iles back to the solstice at the appointed m

om
ent 

w
ithout the loss of one second, —

 no, not the m
illionth part of a second, —

 
for ages and ages of w

hich it traveled that im
periled road. —

 E
D

W
A

RD 
E

V
ERETT.

  “W
ho cannot but see oftentim

es how
 strange the threads of our destiny 

run? O
ft it is only for a m

om
ent the favorable instant is presented. W

e 
m

iss it, and m
onths and years are lost.”

  B
y the street of by and by one arrives at the house of never. —

 
C

ERVA
N

TES.
  W

hilst w
e are considering w

hen w
e are to begin, it is often too late to 

act. —
 Q

U
IN

TILIA
N.

  W
hen a fool has m

ade up his m
ind the m

arket has gone by. —
 S

PA
N

ISH 
P

R
O

V
ER

B.
  It is no use running; to set out betim

es is the m
ain point. —

 L
A F

O
N-

TA
IN

E.
  “Lose this day by loitering —

 'tw
ill be the sam

e story to-m
orrow, and 

the next m
ore dilatory.”

  Let's take the instant by the forw
ard top. —

 S
H

A
K

ESPEA
R

E.

一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、『
立
身
策
』
は
す
べ
て
を
訳
出
し
て
は
い
な
い
。

た
と
え
ば
、「N

ote the sublim
e precision that leads the earth over a circuit 

○
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of five hundred m
illions of m

iles back to the solstice at the appointed 
m

om
ent w

ithout the loss of one second, —
 no, not the m

illionth part of a 
second, —

 for ages and ages of w
hich it traveled that im

periled road.

」
と

い
う
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
の
言
葉
は
省
か
れ
て

い
る
。
続
く
、「“W

ho cannot but see oftentim
es how

 strange the threads 
of our destiny run? O

ft it is only for a m
om

ent the favorable instant is 
presented. W

e m
iss it, and m

onths and years are lost.”

」
も
見
当
た
ら
な
い

が
、
そ
れ
以
上
に
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
に
も
冒
頭
の
、

“O
n the great clock of tim

e there is but one w
ord —

 N
O

W
.”

に
も
、「“　

”

」
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
「“　

”

」
は
、

こ
れ
ら
が
特
定
の
人
物
の
言
で
は
な
く
、
俚
諺
の
類
い
だ
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「“O

n the great clock of tim
e there 

is but one w
ord —

 N
O

W
.”

」
は
、
掲
げ
ら
れ
た
順
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
で
知
ら
れ
た
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
言
葉
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
は
い
な
い
の
だ
。『
立
身
策
』
は
、

時
と
稱
す
る
大
時
計
に
は
唯
一
語
の
記
さ
れ
あ
る
の
み
、
曰
く
今
。

に
「　

」
を
付
け
る
か
、
行
を
開
け
る
な
ど
し
て
続
く
「
サ
ル
ワ
ン
テ
ス
」
の

言
葉
と
区
別
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
う

し
な
か
っ
た
た
め
に
、「
時
と
稱
す
る
大
時
計
に
は
唯
一
語
の
記
さ
れ
あ
る
の

み
、
曰
く
今
。」
と
「
人
は
孰
れ

0

0

追0

々0

と
云
ふ
途
を
過
ぎ
て
、
遂
に
决0

し
て
能

0

0

0

は
ず

0

0

と
云
ふ
家
に
至
る
も
の
也
。」
は
、
と
も
に
「
サ
ル
ワ
ン
テ
ス
」
の
言
葉

に
見
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
一
握
の
砂
」
が
、

こ
ゝ
に
大
方
の
人
の
た
め
に
、
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
サ
ル
ヴ
ア
ン
テ
ス
が
言

あ
り
。
曰
く
時
と
称
す
る
大
時
計
に
は

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
唯
一
語
の
記
さ
れ
あ
る
の
み
曰

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

く8

「
今8

」
又
曰
く
、
人
は

8

8

い
づ
れ
追
々

4

4

4

4

4

と
い
ふ
途
を
過
ぎ
て

8

8

8

8

8

8

8

8

、
遂
に
は

8

8

8

決4

し
て
能
は
ず

4

4

4

4

4

と
い
ふ
家
に
至
る
も
の
也

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。

と
し
て
、
こ
の
両
方
を
「
サ
ル
ヴ
ア
ン
テ
ス
が
言
」
と
し
て
紹
介
し
た
の
は
、

『
立
身
策
』
に
由
来
し
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
啄
木
の
手
も
と
に
一
冊
の

『
立
身
策
』
が
あ
っ
た
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
が
、
啄
木
が
引
き
写
し
た
の
は

こ
の
箇
所
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
あ
と
の
部
分
、

ガ
リ
リ
オ
、
地
球
回
転
説
を
唱
導
し
て
当
時
の
教
法
に
触
れ
、
捕
へ
ら
れ

て
獄
裡
の
人
と
な
る
や
、
一
本
の
麦
藁
よ
り
し
て
、
空
洞
な
る
鉄
棒
は
却

つ
て
立
体
鉄
棒
よ
り
も
堅
固
な
る
事
を
悟
り
き
。

は
、『
立
身
策
』「
第
三
章　

卑
賎
と
立
志
」
四
十
八
頁
の
、

ガ
リ
ヽ
ヲ
は
强
い
て
其
父
母
よ
り
し
て
、
醫
學
を
學
ば
し
め
ら
れ
た
る

も
、
其
餘
暇
を
以
て
天
文
を
窮
め
、
地
球
回
轉
說
を
立
て
、
當
時
の
敎
法

に
觸
れ
て
獄
に
投
ぜ
ら
る
ゝ
や
、
一
本
の
麥
藁
よ
り
し
て
、
空
洞
な
る
鐵

棒
は
却
て
立
体
鉄
棒
よ
り
も
堅
固
な
る
事
を
悟
り
き
、

に
よ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、「
一
握
の
砂
」
を
最
初
か
ら
確
認

し
て
い
く
と
、
以
下
の
よ
う
な
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
。

　

ヂ
ス
レ
リ
ー
の
言
ひ
け
ら
く
、
青
年
に
し
て
上
を
仰
が
ず
し
て
下
を
見
、

其
精
神
の
発
揚
せ
ざ
る
も
の
は
、
こ
れ
地
上
に
匍
匐
す
べ
き
も
の
也
。

（「
一
握
の
砂
」
第
一
段
）

○
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デ
ヰ
ス
レ
リ
ー
は
曰
く
靑
年
に
し
て
上
を
眺
め
ず
し
て

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
下
を
見

8

8

8

、
其
精

8

8

神
發
暢
せ
ざ
る
も
の
は

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
地
上
に
匍
匐
す
べ
き
も
の
也
と

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、

（『
立
身
策
』「
第
二
十
四
章　

功
名
心
」
二
六
四
頁
）

―
―
―
―

昔
は
賢
女
コ
ル
ネ
リ
オ
、
一
婦
人
の
た
め
に
其
所
持
の
宝
玉
を
見
ん
こ
と

を
望
ま
る
る
や
、
己
が
愛
児
を
指
し
て
、
彼
等
こ
そ
妾
が
第
一
の
宝
玉
な

れ
と
答
へ
き
。

（「
一
握
の
砂
」
第
三
段
）

コ
ル
子
リ
ヲ
は
、
一
婦
人
の
爲
に
其
持
て
る
寳
石
を
示
さ
ん
事
を
請
は

る
ゝ
や
、
今
し
も
校
舍
よ
り
歸
り
來
れ
る
小
兒
を
指
し
て
彼
等
こ
そ
我
寳

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

石
な
れ

0

0

0

と
答
へ
た
り
、

（『
立
身
策
』「
第
十
四
章　

最
大
の
事
業
」
一
五
三
頁
）

―
―
―
―

　

共
和
政
治
の
定
義
を
知
ら
ず
し
て
世
界
を
治
め
能
ふ
者
あ
り
。
地
球
の

円
形
な
る
を
知
ら
ず
し
て
、
地
球
の
大
部
を
支
配
し
た
る
者
あ
り
。
こ
れ

ト
マ
ス
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
言
へ
る
所
以
て
吾
人
が
座
右
の
銘
と
す
る
に
足

る
。

（「
一
握
の
砂
」
第
九
段
）

ト
ー
マ
ス
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
曰
く
、
共
和
政
治
の
定
義
を
知
ら
ず
し
て
世
界

を
治
め
能
ふ
者
あ
り
、
地
球
の
圓
形
な
る
を
知
ら
ず
し
て
、
地
球
の
大
部

を
支
配
し
た
る
者
あ
り
と
、

（『
立
身
策
』「
第
十
二
章　

常
識
實
際
的
能
力
」
一
三
四
頁
）

　

つ
ま
り
、
た
ま
た
ま
目
に
入
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、「
一
握

の
砂
」
の
構
想
に
は
最
初
か
ら
『
立
身
策
』
を
織
り
込
む
こ
と
が
企
図
さ
れ
て

い
た
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
「
一
握
の
砂
」
と
い
う
語
も

『
立
身
策
』
の
中
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
三

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、『
立
身
策
』
の
中
に
「
一
握
の
砂
」
と
い
う
語
は
見
当

た
ら
な
い
。
左
の
「
第
十
二
章　

常
識
實
際
的
能
力
」
の
一
節
が
関
連
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
な
く
は
な
い
と
い
う
程
度
で
あ
る
。

ウ
ヰ
リ
ア
ム
征
服
大
王
か
英
國
を
征
服
せ
ん
と
し
て
英
國
に
上
陸
す
る

や
、
誤
て
地
上
に
倒
れ
た
る
に
、
彼
は
直
ち
に
土
砂
を
握
み
叫
ん
で
曰
は

く
、
予
は
英
國
の
土
地
を
得
た
り
と
、
以
て
士
卒
が
大
將
戰
地
に
倒
る
と

の
凶
兆
に
打
た
る
ゝ
を
變
じ
て
吉
兆
と
は
な
し
き
、
之
れ
彼
の
機
智
な
り

し
也
、

こ
こ
は
、
原
文
で
は
、

   W
hen C

aesar stum
bled in landing on the beach of B

ritain, he 
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instantly grasped a handful of sand and held it aloft as a signal 
of trium

ph, hiding forever from
 his follow

ers the ill om
en of his 

threatened fall.

と
な
っ
て
い
る
。
い
く
ら
、「a handful of sand

」 

と
書
か
れ
て
い
て
も
、

当
の
『
立
身
策
』
で
は
「
土
砂
を
握
み
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
、「
一
握
の
砂
」

と
併
置
す
る
の
は
あ
ま
り
に
恣
意
的
に
過
ぎ
る
と
ご
批
判
を
受
け
そ
う
だ
。
た

だ
、
同
じ
箇
所
を
、『
立
身
訓
』（
明
三
五
・
七
、
明
進
堂
）
で
は
、

シ
ー
ザ
ー
始
め
て
英
國
に
上
陸
す
る
や
、
誤
り
て
跌
き
倒
れ
た
り
、
彼
は

起
き
な
か
ら
一
握
の
砂
を
取
り
て
、
高
〱
三
軍
に
示
し
て
曰
く
、
之
れ
此

の
地
を
得
る
の
前
兆
な
り
と
、
軍
隊
爲
め
に
勇
氣
を
鼓
し
た
り
き

と
さ
れ
て
お
り
、「a handful of sand

」
は
「
一
握
の
砂
」
と
な
っ
て
い
る（

9
）。

こ
れ
に
過
度
の
比
重
を
か
け
れ
ば
、
失
意
の
ま
ま
故
郷
を
離
れ
、「
予
は
新
運

命
を
北
海
の
岸
に
開
拓
せ
ん
と
す（

10
）」

と
し
た
啄
木
が
、「
逆
境
の
靑
年
に
光
明

を
與
へ
」
と
い
う
『
立
身
策
』
の
中
か
ら
、
英
国
に
上
陸
す
る
や
い
な
や
そ
の

「
土
砂
」
を
握
り
吉
兆
と
し
た
王
に
な
ぞ
ら
え
て
、
盛
岡
中
学
校
の
学
生
た
ち

の
「
勇
氣
を
鼓
し
た
」
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
理
解
は
も
ち

ろ
ん
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
一
握
の
砂
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
用
い
て
書
か
れ

て
い
る
が（

11
）、

そ
れ
ら
の
核
と
な
る
、
た
と
え
て
言
え
ば
そ
れ
ら
を
よ
り
合
わ

せ
る
た
め
の
縦
糸
が
『
立
身
策
』
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
こ
と

を
巴
里
美
術
館
の
肖
像
が
教
え
て
く
れ
る
の
だ
が
、
今
度
は
『
立
身
策
』
の
方

か
ら
見
て
み
よ
う
。

　
『
立
身
策
』
の
「
第
十
一
章　

熱
誠
」（
一
二
一
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
逸

話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

巴
里
美
術
舘
に
行
け
る
者
は
、
必
ず
や
一
個
の
貧
寒
な
る
美
術
家
の
手
に

な
り
し
肖
像
を
見
た
る
な
ら
ん
、
彼
美
術
家
は
其
家
貧
し
か
り
し
か
ば
常

に
物
置
二
階
に
於
て
業
を
勵
み
た
り
き
、
彼
が
丹
精
を
凝
ら
し
て
作
り
た

る
土
塊
の
肖
像
既
に
成
り
た
る
の
時
、
偶
降
霜
嚴
し
ふ
し
て
之
を
破
ら
ん

と
す
る
の
恐
あ
り
き
、
是
に
於
て
彼
は
其
着
た
る
衣
を
脫
ぎ
て
此
土
塊
を

掩
ひ
、
漸
く
に
し
て
其
を
守
り
得
た
り
と
雖
、
身
は
翌
朝
凍
死
し
て
あ
り

ぬ
、
彼
大
理
石
の
肖
像
は
即
ち
此
土
塊
の
模
型
に
由
れ
る
も
の
也
、
彼
が

身
は
死
し
た
り
と
雖
、
熱
誠
の
情
は
今
尙
此
肖
像
に
印
せ
ら
れ
て
後
の
之

を
見
る
も
の
を
し
て
慘
然
と
し
て
彼
が
不
幸
を
悲
し
む
と
共
に

大
に
熱

誠
の
勢
力
を
悟
ら
し
む
。

こ
れ
を
下
絵
と
し
て
描
か
れ
た
の
が
、
次
の
「
一
握
の
砂
」
の
第
六
段
で
あ

る
。　

い
と
も
貧
し
き
一
美
術
家
あ
り
き
。
常
に
物
置
二
階
に
あ
り
て
、
孜
々

と
し
て
其
業
を
励
み
ぬ
。
壁
破
れ
、
柱
歪
み
、
一
燈
䗹
々
と
し
て
影
淡
き

処
、
髪
は
乱
れ
て
蓬
の
如
く
、
面
容
憔
悴
し
て
骨
徒
ら
に
高
く
、
目
の
み

ぞ
火
の
如
く
燃
え
た
り
。
彼
は
か
く
の
如
く
し
て
、
寝
を
忘
れ
食
を
忘

れ
、
日
夜
営
々
と
し
て
其
鏝
を
動
か
せ
る
な
り
き
。
一
夜
、
夜
漸
や
く
更

け
て
四
隣
闃
た
る
の
時
、
彼
は
静
か
に
鏝
を
捨
て
て
立
て
り
。
其
目
は
た

と
し
へ
な
き
悦
び
に
輝
や
き
、
其
頬
は
仄
か
に
紅
を
潮
し
て
、
い
ひ
が
た

き
満
足
の
微
笑
を
湛
へ
た
り
。
見
よ
、
彼
が
前
に
立
て
る
神
工
生
け
る
が

如
き
一
肖
像
を
。
神
な
ら
で
げ
に
か
く
も
真
に
迫
れ
る
も
の
を
作
り
う
べ

し
と
は
思
は
れ
ざ
る
程
な
り
。
彼
は
今
し
も
之
を
作
り
了
へ
た
る
也
。
其
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『
立
身
策
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
箇
所
に
比
し
て
、
こ
の
巴
里
美

術
館
の
肖
像
に
つ
い
て
「
一
握
の
砂
」
は
実
に
念
入
り
に
語
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
逸
話
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
置
き
換
え
る
た
め
だ
っ
た
ろ
う
。『
立

身
策
』
で
こ
の
話
は
「
第
十
一
章　

熱
誠
」
に
採
ら
れ
て
い
る
。
原
題
は
、 

“TH
E TR

IU
M

PH
S O

F EN
TH

U
SIA

SM
.” 

だ
っ
た
。
第
十
一
章
は
、
そ
の
章

頭
に
「
人
一
度
熱
誠
の
情
に
驅
ら
る
、
千
艱
萬
難
何
の
破
る
に
難
し
と
す
る
所

あ
る
、
熱
誠
は
成
業
の
活
火
と
云
ふ
べ
き
也
。」
と
前
置
き
し
て
、
最
初
の
例

と
し
て
「
巴
里
美
術
舘
に
行
け
る
者
は
」
と
語
り
出
し
て
い
る
。『
立
身
策
』

で
は
残
さ
れ
た
肖
像
が
見
る
も
の
に
「
熱
誠
の
勢
力
を
悟
ら
し
む
」
こ
と
を
訴

え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
一
握
の
砂
」
で
は
、
こ
の
逸
話
へ
の
評
価
は
「
美
を
求
め
て

や
ま
ざ
る
清
浄
な
る
勇
気
は
、
つ
ね
に
か
く
の
如
き
」
と
改
め
ら
れ
た
。「
貧

し
き
一
美
術
家
」
に
対
す
る
饒
舌
な
語
り
口
も
、
貧
し
さ
を
強
調
す
る
た
め
の

も
の
で
は
な
く
、
美
術
家
の
鬼
気
迫
る
様
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
で
、

そ
れ
ら
は
「
神
な
ら
で
げ
に
か
く
も
真
に
迫
れ
る
も
の
を
作
り
う
べ
し
」
へ
と

連
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、『
立
身
策
』
で
降
霜
は
「
偶
」
の
こ
と
と
さ
れ
て

い
た
が
、「
一
握
の
砂
」
で
は
、「
一
美
術
家
」
が
窓
を
開
け
た
こ
と
に
端
を
発

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
彼
が
「
何
か
は
知
ら
ぬ
大
い
な
る
秘
密
の
前
に
、

い
ひ
知
ら
ず
心
の
躍
る
」
場
面
が
挿
し
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
一

握
の
砂
」
は
、
熱
意
や
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
告
げ
る
話

を
、
美
に
身
を
捧
げ
て
人
知
の
域
を
超
え
、「
其
生
命
を
永
遠
と
共
に
す
る
人
」

と
な
っ
た
と
い
う
話
に
変
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
改
変
は
、「
一
握
の
砂
」
が

核
と
し
よ
う
し
た
と
こ
ろ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を

最
終
第
十
段
の
言
葉
を
借
り
て
言
え
ば
、「
真
と
美
と
生
命
」
と
い
う
こ
と
に

心
の
歓
び
何
も
の
に
か
は
若
か
む
。
仄
か
な
る
燈
火
の
影
さ
へ
に
、
此
時

一
き
は
明
く
な
れ
る
や
う
な
り
き
。
然
も
此
肖
像
は
、
唯
一
個
の
土
偶
に

過
ぎ
ざ
る
也
。
貧
し
き
彼
は
大
理
石
の
一
塊
を
だ
に
購
ふ
事
能
は
ざ
り

き
。
既
に
し
て
彼
は
歩
を
移
し
て
破
れ
た
る
窓
を
開
け
り
。
時
は
恰
も

秋
。
万
点
の
星
斗
燦
と
し
て
九
皐
に
花
を
散
ら
し
、
寥
々
た
る
鋼
色
の
夜

天
は
厳
か
に
大
地
を
圧
し
て
、
何
か
は
知
ら
ぬ
大
い
な
る
秘
密
の
前
に
、

い
ひ
知
ら
ず
心
の
躍
る
も
け
だ
か
し
。
大
気
は
い
と
冷
や
か
に
窓
よ
り
流

れ
入
り
て
、
消
え
み
明
る
み
す
る
燈
火
あ
や
ふ
く
も
滅
え
な
ん
ず
。
烈
し

き
霜
は
来
ら
む
と
す
と
呟
や
き
て
、
彼
は
窓
を
閉
ぢ
、
再
び
土
偶
の
前
に

来
り
つ
。
作
り
了
へ
た
る
の
み
な
れ
ば
烈
し
き
霜
夜
の
寒
さ
或
は
之
を
破

り
な
む
。
さ
れ
ど
も
貧
し
き
彼
は
、
此
室
内
を
温
む
べ
き
一
本
の
薪
を
も

有
せ
ざ
る
也
。
是
に
於
て
、
彼
は
其
着
た
る
襤
褸
を
脱
し
て
此
肖
像
を
掩

ひ
ぬ
。
か
く
て
漸
や
く
に
し
て
其
を
守
り
得
た
り
し
も
、
夜
明
け
て
後
、

人
其
室
に
入
り
し
に
、
彼
は
恰
も
忠
実
な
る
奴
隷
の
如
く
其
作
れ
る
肖
像

の
下
に
打
臥
し
て
、
閉
ぢ
た
る
目
は
再
び
開
か
ず
、
幽
か
な
る
微
笑
を
残

し
て
凍
死
し
て
あ
り
き
。

　

噫
友
よ
、
美
を
求
め
て
や
ま
ざ
る
清
浄
な
る
勇
気
は
、
つ
ね
に
か
く
の

如
き
也
。
こ
れ
豈
此
世
に
於
け
る
最
も
貴
き
も
の
な
ら
ざ
ら
む
や
。
彼
は

死
せ
り
。
然
れ
ど
も
之
れ
却
つ
て
永
遠
に
生
く
る
の
道
な
り
き
。
美
は
永

遠
の
悦
楽
也
、
美
を
求
め
て
や
ま
ざ
る
心
あ
る
人
は
、
乃
ち
又
其
生
命
を

永
遠
と
共
に
す
る
人
な
る
べ
き
也
。
彼
は
凍
死
し
た
り
き
。
然
れ
ど
も
其

肖
像
は
、
美
し
き
大
理
石
に
か
た
ど
ら
れ
て
今
猶
巴
里
美
術
館
中
に
あ
り

と
い
ふ
。
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な
る
の
だ
ろ
う
。「
一
握
の
砂
」
は
、『
立
身
策
』
を
織
り
込
み
、「
立
身
の
大

衟
を
示
し
、
進
取
勇
往
の
必
要
を
敎
ふ
る
」
と
い
う
色
調
を
滲
ま
せ
な
が
ら

も
、
そ
れ
と
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
を
そ
の
縦
糸
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
啄
木
の
功
名
な
や
り
口
と
賞
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
も
う
少
し
倍
率
を

緩
め
て
捉
え
直
す
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
四

　

次
に
示
す
の
は
、「
一
握
の
砂
」
が
「
盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑
誌
」
に
掲
載

さ
れ
て
か
ら
三
ヶ
月
後
の
明
治
四
十
年
十
二
月
の
「
英
詩
研
究
法
」
と
い
う
記

事
で
、
野
口
米
次
郎
に
よ
る
も
の
だ
。

ウ
イ
リ
ア
ム
、
ブ
レ
ー
キ
の
詩
に
、

　
　
　
　
　
　

To see a w
orld in a grain of sand,

　
　
　
　
　
　
　

A
 heaven in a w

ild flow
er;

　
　
　
　
　
　

H
old infinity in the palm

 of your hand,

　
　
　
　
　
　
　

A
nd Eternity in a hour;

と
云
ふ
句
が
あ
る
が
、
實
に
一
粒
の
砂
に
も
此
の
全
世
界
を
見
る
こ
と
が

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

出
來

8

8

、
汝
の
掌
中
に
も
無
限
を
握
り

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
只
一
時
の
間
も

8

8

8

8

8

8

犹8

且
つ
永

8

8

8

遠8

無
窮

8

8

を
現
は
す
も
の
で
あ
る

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
眞
理
は
决
し
て
遠
き
に
あ
ら
ず

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

近8

く
足
下
に
あ

8

8

8

8

8

る
も
の
で
あ
る
が

8

8

8

8

8

8

8

、
兎
角
人
は
態
々

8

8

8

8

8

8

遠8

き
に
求
め
ん
と
は
す
る
の
で
あ

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

る8

、
又8

美
の
理
想
と
雖
も
决
し
て
東
西
の
區
別
は
あ
り
は
し
な
い

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
日
本

8

8

人
の
美
と
す
る
處
は

8

8

8

8

8

8

8

8

又8

英
人
も
美
と
し

8

8

8

8

8

8

、
英
人
の
美
と
觀
す
る
處

8

8

8

8

8

8

8

8

8

又8

日
本

8

8

人
も
美
と
觀
す
る
の
で
あ
る

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。

引
用
さ
れ
て
い
る
英
詩
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
「
無
垢
の
予
兆
」
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
続
け
て
書
か
れ
た
記
述
は
、「
一
握
の
砂
」
の
、

　

閃
々
と
前
に
落
ち
後
に
去
る
「
今
」
こ
そ
は
、
ま
こ
と
に
こ
れ
「
永

遠
」
の
瞳
な
る
べ
き
也
。「
今
」
を
捉
へ
よ
。
然
ら
ず
ば
「
永
遠
」
は
汝

の
手
よ
り
逃
げ
去
ら
む
。

を
想
起
さ
せ
よ
う
。「
英
詩
研
究
法
」
の
「
眞
理
は
决
し
て

8

8

8

8

8

8

遠8

き
に
あ
ら
ず

8

8

8

8

8

近8

く
足
下
に
あ
る

8

8

8

8

8

8

」
と
、「
一
握
の
砂
」
の
「
爾
の
立
つ
所
を
深
く
掘
れ
よ
か
し
」

か
ら
は
、
両
者
に
直
接
的
な
影
響
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
、「
一
握
の
砂
」
が
「
哲
人
の
訓
也
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
は
と
も
に
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
一
握
の

砂
」
の
そ
れ
は
、
高
山
樗
牛
の
「
己
れ
の
立
て
る
と
こ
ろ（

12
）」、

　

哲
人
敎
へ
て
曰
く
、
己
れ
の
立
て
る
と
こ
ろ
を
深
く
掘
れ
、
其
處
に
は

必
ず
泉
あ
ら
む
。
自
ら
の
心
の
中
に
求
む
る
と
こ
ろ
あ
れ
よ
、
世
は
卽
ち

汝
の
も
の
な
ら
む
。

を
背
景
と
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
ま
ず
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
野
口
米
次
郎
の

「
英
詩
研
究
法
」
が
雑
誌
「
成
功（

13
）」

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の

だ
。
明
治
三
十
五
年
の
十
月
に
村
上
俊
蔵
に
よ
っ
て
「
成
功
」
は
創
刊
さ
れ

た
。
そ
の
誌
名
か
ら
分
か
る
よ
う
に
「
成
功
」
は
マ
ー
デ
ン
の SU

C
C

ESS 

に

倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
〇
四
年
八
月
のSU

C
C

ESS 

に
は
、O

ur Little 
B

roter in Japan 

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り H

ow
 “Success” Inspired 

an Energetic Young Japanese Journalist to Start a M
agazine along Sim

ilar 
Lines 

と
し
て
、
そ
の
経
緯
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
松
島
剛

を
主
幹
と
す
る
「
学
窓
余
談
」
と
い
う
雑
誌
に
か
か
わ
っ
て
い
た
村
上
は
、
松

島
宅
の
机
上
に
あ
っ
たSU

C
C

ESS 

を
読
ん
で
感
銘
を
受
け
、
そ
の
目
的
と
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精
神
を
同
じ
く
す
る
雑
誌
を
日
本
で
も
創
刊
し
た
い
と
考
え
た
の
だ
と
い
う
。

「
成
功
」
が
表
紙
に
「
立
志
獨
立
進
歩
之
友
」
と
掲
げ
て
い
る
の
も
そ
れ
故
で

あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
野
口
米
次
郎
の
「
英
詩
研
究
法
」
も
、
読
み
進
め
て
い
け

ば
、
話
題
が
「
英
詩
を
作
ら
ん
と
欲
す
る
者
」
の
具
体
的
な
勉
強
法
へ
と
話
題

が
移
っ
て
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
を
「
英
詩
人
」
と
し
て
成
功

し
た
人
物
の
経
験
談
を
も
っ
て
す
る
の
は
、
ま
さ
に
「
成
功
」
雑
誌
に
特
有
の

や
り
方
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
に
野
口
は
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
や
「
無

垢
の
予
兆
」
を
嵌
め
込
ん
だ
の
だ
が
、「
無
垢
の
予
兆
」
に
示
さ
れ
た
「
只
一

8

8

時
の
間
も

8

8

8

8

犹8

且
つ
永

8

8

8

遠8

無
窮
を
現
は
す
も
の
で
あ
る

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

」
と
い
う
認
識
は
「
成

功
」
と
い
う
雑
誌
の
中
の
時
間
と
は
齟
齬
を
き
た
す
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
明
治
四
十
年
九
月
の
「
成
功
」
に
村
上
は
「
靑
年
處
世
者
心
得
」
を
載
せ

て
い
る
が
、
そ
の
な
か
の
「
今
日
只
今
の
注
意
」
に
は
、「
現
在
と
は
何
ぞ
や
、

今
日
只
今
の
事
な
り
、
一
生
と
は
何
ぞ
や
、
今
日
只
今
を
積
累
し
た
る
も
の
ゝ

謂
に
外
な
ら
ず
」
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

啄
木
が
「
古
詩
」「
砂
翁
の
句
」
の
句
を
引
い
た
『
立
身
策
』
の
「
第
四マ

マ

章　

貴
重
な
る
分
秒
時
」
に
は
、

永
久
と
云
ひ

5

5

5

5

5

、
無
窮
と
云
ふ
も

5

5

5

5

5

5

、
畢
竟
現
在
の
一
秒
時
一
秒
時
の
堆
積
せ

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

る
も
の
の
み

5

5

5

5

5

と
書
か
れ
て
い
る
が
、「
一
握
の
砂
」
の
「
閃
々
と
前
に
落
ち
後
に
去
る
『
今
』

こ
そ
は
、
ま
こ
と
に
こ
れ
『
永
遠
』
の
瞳
な
る
べ
き
也
」
と
い
う
言
は
、「
一

秒
時
」
の
積
み
重
な
り
が
「
一
生
」
は
お
ろ
か
「
永
久
」「
無
窮
」
に
も
通
じ

る
と
い
う
主
張
と
本
来
的
に
合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
一
握

の
砂
」
も
「
怠
る
勿
れ
」
と
い
う
文
脈
の
中
に
、
こ
れ
を
織
り
交
ぜ
て
い
る
。

一
秒
時
の
積
み
重
ね
が
永
久
に
至
る
と
考
え
る
に
せ
よ
、
今
に
永
遠
を
看
取
で

き
る
と
考
え
る
に
せ
よ
、
一
秒
時
や
今
が
特
別
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
は
変
わ

り
は
な
い
た
め
、
継
ぎ
目
を
意
識
さ
せ
ず
に
接
合
で
き
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ

は
予
期
せ
ぬ
混
線
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

岩
波
茂
雄
は
、「
明
治
三
十
六
年
の
夏
、
私
は
信
濃
の
国
の
北
奥
野
尻
湖
上
、

人
の
住
ま
ぬ
孤
島
に
唯
一
人
閑
寂
な
生
活
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
あ
る
」
と
語
り

だ
し
、そ

の
頃
は
憂
国
の
志
士
を
以
て
任
ず
る
書
生
が
「
乃
公
出
で
ず
ん
ば
蒼
生

を
い
か
ん
せ
ん
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
慷
慨
悲
憤
の
時
代
の
後
を
う
け
て

人
生
と
は
何
ぞ
や
、
我
は
何
処
よ
り
来
り
て
何
処
へ
行
く
、
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
問
題
と
す
る
内
観
的
煩
悶
時
代
で
も
あ
っ
た
。
立
身
出
世
、
功

名
富
貴
が
如
き
言
葉
は
男
子
と
し
て
口
に
す
る
を
恥
じ
、
永
遠
の
生
命
を

つ
か
み
人
生
の
根
本
義
に
徹
す
る
た
め
に
は
死
も
厭
わ
ず
と
い
う
時
代
で

あ
っ
た
。

と
往
時
を
回
顧
し
て
い
る（

14
）。「

身
を
た
て
名
を
あ
げ
」
と
い
う
明
快
な
立
身
出

世
の
時
代
は
過
ぎ
去
り
、
学
生
た
ち
は
「
内
観
的
煩
悶
」
を
抱
え
込
み
な
が

ら
過
ご
し
て
い
た
と
い
う
の
だ
。
さ
ら
に
四
年
後
の
「
盛
岡
中
学
校
校
友
会

雑
誌
」
第
十
号
で
「
一
握
の
砂
」
の
直
前
に
配
さ
れ
た
の
は
「
余
の
靑
年
觀（

15
）」

と
い
う
記
事
で
あ
っ
た
が
、「
眠
れ
る
も
の
は
起
き
よ
、
醉
ひ
た
る
も
の
は
醒

め
よ
」
と
飛
ば
さ
れ
た
檄
に
は
、
青
年
た
ち
の
一
層
の
気
質
の
変
化
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
相
手
が
「
永
遠
の
生
命

を
つ
か
み
人
生
の
根
本
義
に
徹
す
る
た
め
に
は
死
も
厭
わ
ず
」
と
い
う
学
生
で

あ
っ
て
も
、
校
友
会
雑
誌
や
「
成
功
」
は
そ
の
性
質
上
、
奮
起
を
促
さ
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
色
調
の
濃
淡
は
想
定
さ
れ
る
読
者
層
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

く
る
の
だ
ろ
う
が
、
結
果
と
し
て
織
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
色
合
い
が
単
一
に
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な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
「
一
握
の
砂
」
の
中
の

時
間
感
覚
は
複
層
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
五

　
「『
今
』
こ
そ
は
、
ま
こ
と
に
こ
れ
『
永
遠
』
の
瞳
」
と
し
た
「
一
握
の
砂
」

が
、
巴
里
美
術
館
の
肖
像
を
も
っ
て
「
美
を
求
め
て
や
ま
ざ
る
心
あ
る
人
は
、

乃
ち
又
其
生
命
を
永
遠
と
共
に
す
る
人
な
る
べ
き
也
」
と
主
張
し
た
こ
と
の
、

あ
る
い
は
、
岩
波
茂
雄
が
言
っ
た
「
永
遠
の
生
命
を
つ
か
み
人
生
の
根
本
義
に

徹
す
る
た
め
に
は
死
も
厭
わ
ず
と
い
う
時
代
」
の
背
景
に
、
当
代
の
青
年
た
ち

を
駆
り
立
て
た
高
山
樗
牛
と
姉
崎
嘲
風
の
論
考
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い

と
こ
ろ
だ
ろ
う
。「
一
握
の
砂
」
は
、「
年
若
き
旅
人
よ
」
と
語
り
起
こ
さ
れ
る

が
、
こ
れ
も
樗
牛
の
「
年
若
き
人
よ（

16
）」

や
、「
古
き
眞
理
」
冒
頭
の
「
年
若
き

人
よ
、
如
何
な
れ
ば
是
の
麗
は
し
き
春
の
日
を
尚
も
名
利
の
巷
に
走
り
暮
さ
む

と
は
す
る
ぞ（

17
）」

を
模
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。

　

啄
木
が
、
高
山
樗
牛
と
姉
崎
嘲
風
か
ら
大
き
な
影
響
を
与
え
ら
れ
、「
永
遠

の
生
命
」
と
い
う
観
念
に
導
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
戸
塚
隆
子
に

よ
っ
て
精
緻
な
考
証
が
行
わ
れ
て
い
る（

18
）。「

永
遠
の
生
命
」
と
い
う
言
葉
だ
け

で
な
く
、
高
山
樗
牛
及
び
姉
崎
嘲
風
か
ら
「
受
け
継
い
だ
精
神
は
詩
集
『
あ

こ
が
れ
』
の
世
界
に
深
く
流
れ
込
み
、
確
か
な
思
想
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
」

と
看
破
し
た
戸
塚
の
、「
啄
木
が
高
山
樗
牛
、
姉
崎
嘲
風
か
ら
影
響
を
受
け
た

『
永
遠
の
生
命
』
の
思
想
は
〈
い
の
ち
〉
の
意
味
を
大
き
く
転
換
さ
せ
な
が
ら

詩
か
ら
短
歌
へ
形
を
変
え
、
啄
木
の
生
涯
を
地
下
水
脈
の
よ
う
に
流
れ
て
い

る
」
と
い
う
指
摘
に
は
諾
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
戸
塚
が
引
い
た
「
清
見
潟
の

除
夜
」
や
「
戦
へ
、
大
に
戦
へ
」
に
書
か
れ
た
「
今
」
も
、
確
か
に
「
一
握
の

砂
」
の
そ
れ
と
響
き
合
う
。
一
方
で
、「
貧
し
き
一
美
術
家
」
が
「
生
命
を
永

遠
と
共
に
す
る
人
」
と
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
前
段
に
「
美
を
求
め
て
や
ま
ざ
る

清
浄
な
る
勇
気
」「
美
は
永
遠
の
悦
楽
」「
美
を
求
め
て
や
ま
ざ
る
心
あ
る
人
」

と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
補
足
す
る
な
ら
、
明
治
四
十
年
五
月

に
博
文
館
か
ら
発
行
さ
れ
た
姉
崎
嘲
風
編
『
美
の
宗
教
』
も
ま
た
「
一
握
の

砂
」
と
関
連
す
る
論
述
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
美
の
宗
教
』
は
、
姉
崎
が
「
曾
て
夏
休
み
に
デ
子
マ
ル
ク
に
行
つ
た
歸
り
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
渡
つ
て
、
リ
イ
ス
で
一
夜
を
明
か
し
た
」
と
き
に
偶
然
泊

ま
り
合
わ
せ
知
己
と
な
っ
た
「
Ｅ
．Ｐ
．Ｂ
．君
」
か
ら
の
書
簡
を
集
め
た
「
美

の
宗
敎
」
と
「
美
の
宗
敎
か
ら
見
た
佛
敎
」
及
び
「
外
篇
」
か
ら
な
っ
て
い

る
。「
歳
月
の
多
く
は
病
床
に
横
臥
し
て
病
魔
と
鬪
つ
て
を
る
身
で
、
而
か
も

美
の
神
の
信
仰
に
安
立
し
、
平
和
と
和
樂
と
に
加
へ
て
、
光
明
あ
る
永
遠
の
希

望
を
抱
い
て
撓
ま
な
い
友
の
心
を
こ
め
た
筆
の
跡
を
、
我
が
同
胞
に
紹
介
す
る

の
は
自
分
に
と
つ
て
何
よ
り
も
喜
ば
し
い
事
」
だ
と
「
序
言
」
に
書
い
た
姉
崎

は
、
そ
の
人
を
樗
牛
と
重
ね
合
わ
せ
て
「
第
二
の
友
」
と
呼
び
、
こ
の
友
と

自
分
の
「
思
想
は
全
躰
に
於
て
全
く
傾
向
を
同
じ
う
し
、
理
想
を
共
に
し
て
を

り
、
此
の
書
簡
は
自
分
の
先
に
著
は
し
た
『
復
活
の
曙
光
』
の
趣
意
を
尙
一
層

明
白
に
布
衍
し
た
も
の
と
い
つ
て
差
支
な
い
」
と
評
し
た
の
だ
っ
た
。
姉
崎
の

手
を
握
っ
て
「
自
分
は
全
く
美
の
崇
拜
者
で
あ
る
、
自
分
の
信
ず
る
神
は
美
の

源
泉
で
、
又
美
を
實
に
す
る
神
で
あ
る
」
と
語
っ
た
そ
の
友
は
、「
細
胞
か
ら

星
界
に
至
る
ま
で
」
の
「
宇
宙
」
を
「
神
と
い
ふ
藝
術
家
が
案
出
し
又
作
り

出
し
た
藝
術
の
作
品
」
で
あ
る
と
捉
え
、
人
間
は
こ
の
宏
大
な
宇
宙
の
「
大
生

命
」
の
一
部
で
あ
っ
て
、「
大
生
命
の
一
切
統
一
」
が
「
永
遠
で
あ
る
限
り
、
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吾
々
も
亦
不
滅
で
あ
る
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、「
身
體
の
生
命
は

死
ね
ば
亡
く
な
る
樣
に
見
え
る
が
、
そ
の
實
吾
々
の
生
命
は
一
微
塵
も
之
が
爲

め
に
亡
ぼ
さ
れ
な
い
」
と
言
う
の
だ
。
そ
し
て
、
い
ま
我
が
身
は
病
の
床
に
あ

る
が
、時

計
の
砂
が
一
粒
づ
ゝ
滴
る
に
從
て
、
自
分
は
此
の
光
に
一
段
々
々
近
づ

く
の
を
考
へ
て
、
眼
前
に
神
を
見
る
樣
に
思
ふ
。

と
も
述
べ
た
の
で
あ
る
。「
Ｅ
．Ｐ
．Ｂ
．君
」
の
弁
舌
は
多
岐
に
及
ぶ
の
だ
が
、

数
々
の
書
簡
の
中
で
も
看
過
で
き
な
い
の
は
「
二
十
、　

信
仰
の
勝
利
」
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
箇
所
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、「
我
々
の
個
人
の

身
躰
が
あ
つ
て
生
命
が
あ
る
の
で
な
く
、
生
命
の
活
き
た
流
が

流
し
て
、
そ

の
泡
沫
が
身
躰
と
結
ば
れ
て
を
る
の
で
あ
る
。
泡
沫
は
な
く
す
る
事
が
出
來
る

と
し
て
も
、
又
如
何
に
之
を
厭
離
す
る
事
が
出
來
て
も
、
そ
の
根
で
あ
る
生
命

の
流
れ
は
决
し
て
絶
え
な
い
。
こ
の
絶
え
な
い
不
滅
の
生
命
の
中
に
、
無
限
の

進
歩
が
あ
り
、
理
想
の
力
が
あ
つ
て
、
希
望
と
喜
び
と
で
我
々
を
導
い
て
を

る
」
と
前
置
き
さ
れ
、
続
け
て
「
或
る
詩
人
が
い
つ
た
」
と
し
て
、
左
の
詩
が

引
か
れ
て
い
る
。

有
情
の
命
、
終
り
に
近
し
と
嘆
く
や
、
君
。

死
は
生
に
移
る
一
時
の
中
有
の
み
。

汝
が
胎
内
に
あ
り
し
間
は
死
に
同
じ
か
ら
ざ
り
し
や
、

天
地
の
寂
靜
に
も
似
て
、
感
じ
も
呼
吸
も
な
く
て
。

さ
な
り
、
汝
は
死
な
ん
。
さ
れ
ど
此
の
宏
大
の
力
、

汝
の
生
命
を
造
り
し
力
は
永
へ
に
活
き
ん
。

此
の
力
は
又
無
數
の
星
を
進
行
し
て
變
ら
ぬ
力
、

此
の
力
は
又
濱
の
砂
子
に
そ
の
生
命
を
與
ふ
る
力
。

靜
か
に
し
て
喜
べ
、
汝
の
眞
の
同
胞
は
、

火
に
も
嵐
に
も
、
又
露
の
玉
を
湛
は
す
花
に
も
あ
り
。

汝
が
不
滅
の
生
を
悅
び
樂
め
、

無
限
の
世
界
の
心
は
こ
の
生
と
一
つ
ぞ
。

　

詩
は
「
君
」
に
死
が
訪
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
生
命
を
造
っ
た
力
は
絶
え
る

こ
と
が
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
生
死
の
営
み
は
不
滅
で
あ
っ
て
、「
君
」
の
生
と
死

も
そ
の
中
に
あ
っ
て
永
遠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
呈
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
第
二
連
最
終
行
、

此
の
力
は
又
濱
の
砂
子
に
そ
の
生
命
を
與
ふ
る
力
。

で
あ
ろ
う
。「
君
」
の
「
命
」
が
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
同
じ
く
「
宏
大
の
力
」

か
ら
「
生
命
」
を
与
え
ら
れ
た
「
砂
子
」
も
ま
た
同
様
の
存
在
で
あ
り
、
永

遠
の
生
命
の
流
れ
の
な
か
に
あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

「
一
握
の
砂
」
と
は
、
掴
み
取
ら
れ
た
不
滅
の
生
命
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑
誌
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
一
握
の
砂
」
は
、『
立
身
策
』

を
取
り
込
み
、
怠
ら
ず
「
今
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
も
、「
美
」

を
貴
び
、
そ
の
「
今
」
に
「
永
遠
」
を
掴
む
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
掌
中
の
砂
は
い
つ
ま
で
も
そ
こ
に
握
ら
れ
て

は
い
な
か
っ
た
。『
一
握
の
砂
』
で
は
、

い
の
ち
な
き
砂
の
か
な
し
さ
よ

さ
ら
さ
ら
と
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握
れ
ば
指
の
あ
ひ
だ
よ
り
落
つ

と
歌
わ
れ
、「
い
の
ち
な
き
」
も
の
と
な
っ
て
手
の
う
ち
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
往
時
の
こ
と
は
、
忘
れ
得
ぬ
出
来
事
と
し
て
、

頬
に
つ
た
ふ

な
み
だ
の
ご
は
ず

一
握
の
砂
を
示
し
し
人
を
忘
れ
ず

と
歌
わ
れ
た
も
の
の
、
不
滅
の
生
の
流
れ
を
手
放
さ
ず
に
い
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
だ
。
歌
集
に
お
け
る
「
一
握
の
砂
」
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
今
井
泰

子
は
「
二
首
目
と
八
首
目
が
暗
示
し
て
い
る
」
と
し
て
、「
時
々
刻
々
流
れ
て

い
く
時
の
中
で
、
む
な
し
く
消
え
て
い
く
現
在
の
不
幸
な
自
分
の
生
命
、
そ
う

し
た
さ
さ
や
か
な
生
命
へ
の
愛
着
と
哀
惜（

19
）」

を
読
み
取
っ
た
が
、
そ
れ
に
は

「
か
つ
て
は
永
遠
の
も
の
と
し
て
掴
み
取
ら
れ
、
示
さ
れ
た
が
」
と
前
置
さ
れ

る
べ
き
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

い
ま
目
の
前
で
さ
ら
さ
ら
と
こ
ぼ
れ
落
ち
る
砂
と
と
も
に
過
ぎ
て
ゆ
く「
今
」

に
「
わ
れ
」
は
も
う
永
遠
を
見
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
立
身

出
世
の
た
め
に
「
今
」
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
も
な
い
は
ず
だ
。
だ
が
、
人

は
特
別
な
「
今
」
だ
け
を
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
自
覚
が
「
わ

れ
」
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
指
の
間
か
ら
落
ち
て
い
く
砂
に
は
、
忙
し
い

生
活
の
中
で
流
れ
過
ぎ
よ
う
と
す
る
「
今
」
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
に

違
い
な
い
。
そ
れ
を
歌
と
い
う
器
で
掬
い
取
る
と
き
の
、「
い
の
ち
な
き
砂
の

か
な
し
さ
よ
」
と
い
う
呼
び
か
け
は
、
始
発
点
と
し
て
の
「
一
握
の
砂
」
へ
の

呼
び
か
け
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
〈
付
記
〉
石
川
啄
木
の
作
品
及
び
日
記
、
書
簡
等
の
引
用
は
『
石
川
啄
木
全

集
』（
昭
五
三
・
一
〜
昭
五
五
・
三
、
筑
摩
書
房
）
に
よ
っ
た
。
引
用
に
際
し
て

ル
ビ
は
省
略
し
た
。
た
だ
し
、「
一
握
の
砂
」
に
つ
い
て
は
、
初
出
本
文
を
参

照
し
て
訂
し
た
。

〔
注
〕

（
1
）	

「
一
握
の
砂
」（「
盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑
誌
」
第
一
〇
号
、
明
四
〇
・
九
）

	

　
「
一
握
の
砂
」
に
つ
い
て
は
、
今
井
泰
子
『
石
川
啄
木
論
』

（
一
九
七
四
・
四
、
塙
書
房
）、
碓
田
の
ぼ
る
『
啄
木
の
歌　

そ
の
生

と
死
』（
昭
五
六
・
四
、
洋
々
社
）、
遊
座
昭
吾
『
石
川
啄
木
の
世
界
』

（
一
九
八
七
・
三
、八
重
岳
書
房
）、近
藤
典
彦
『『
一
握
の
砂
』
の
研
究
』

（
二
〇
〇
四
・
二
、
お
う
ふ
う
）
な
ど
に
詳
し
い
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
構

成
に
つ
い
て
は
、「
十
の
区
切
り
を
も
つ
異
な
る
文
章
」（
碓
田
の
ぼ
る

『
啄
木
の
歌　

そ
の
生
と
死
』）
と
い
う
見
方
が
理
解
の
基
本
線
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
木
股
知
史
は
、
本
稿
冒
頭
の
引
用
箇
所

に
つ
い
て
、「『
今
』
が
『
永
遠
』
の
『
瞳
』
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、

両
者
の
交
流
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
『
今
』
が
、

『
永
遠
』
の
豊
か
さ
に
、
決
し
て
行
き
つ
か
な
い
こ
と
が
熟
知
さ
れ
た

時
、
歌
集
『
一
握
の
砂
』
が
企
図
さ
れ
る
条
件
が
整
っ
た
の
で
あ
る
」

（『
石
川
啄
木
・
一
九
〇
九
年
』
一
九
八
四
・
一
二
、
冨
岡
書
房
）
と
の

大
切
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

	

　

な
お
、「
一
握
の
砂
」
が
執
筆
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
明
治
四
十

年
三
月
一
日
発
行
の
「
盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑
誌
」
第
九
号
に
掲
載
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さ
れ
た
「
林
中
書
」
を
参
考
と
し
て
推
測
し
た
。「
林
中
書
」
は
「
渋

民
日
記
」
の
記
述
か
ら
、
明
治
三
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
に
起
稿

さ
れ
、
十
二
月
三
日
に
脱
稿
送
付
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
起
稿
か

ら
発
行
ま
で
九
十
八
日
間
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
応
の
目
安
と
し
て
、
第

一
〇
号
が
発
行
さ
れ
た
明
治
四
十
年
九
月
二
十
日
か
ら
逆
算
す
る
と
明

治
四
十
年
六
月
中
旬
と
な
る
。
啄
木
が
函
館
に
到
着
し
た
の
が
五
月
五

日
。
大
火
が
八
月
二
十
五
日
で
あ
る
か
ら
、「
一
握
の
砂
」
は
そ
の
間

に
執
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）	

『
立
身
策
』「
第
二
章　

機
會
に
滿
て
る
世
界
」
二
五
頁

（
3
）	

『
立
身
策
』
の
奥
付
に
は
「
編
輯
兼
發
行
者
」
と
し
て
「
隅
谷
己

三

」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
官
報
」
第
三
四
三
一
号
（
明

二
七
・
一
二
・
四
）
附
録
の
「
廣
吿
」
の
「
聖
書
之
友
日
課
表
」
に
は

「
著
作
及
版
權
所
有
者
東
京
市
隅
谷
巳
三

」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
開
拓
社
が
『
立
身
策
』
の
翌
月
に
発
行
し
た
『
鐵
血
宰
相
傳
』

の
奥
付
に
も
隅
谷
巳
三

と
あ
る
。

	

　

明
治
三
十
年
十
月
九
日
の
「
読
売
新
聞
」
に
「
本
日
發
賣
」
と
広
告

さ
れ
た
『
立
身
策
』
は
、
翌
年
の
十
二
月
十
四
日
の
同
紙
に
は
「
四

版
」、
明
治
三
十
三
年
九
月
十
九
日
の
「
朝
日
新
聞
」
の
広
告
欄
で
は

「
六
版
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
版
を
重
ね
広
く
読
ま
れ
て
い
た
と
推
察

さ
れ
る
。
ま
た
、
明
治
三
十
一
年
三
月
の
「
少
年
倶
楽
部
」（
第
二
年

第
三
号
）
の
「
懸
賞
當
選
の
部
」
の
「
賞
品
目
錄
」
に
『
立
身
策
』
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
4
）	

オ
リ
ソ
ン
・
ス
ウ
ェ
ッ
ト
・
マ
ー
デ
ン
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

Ｅ
・
Ｈ
・
キ
ン
モ
ン
ス
『
立
身
出
世
の
社
会
史

―
サ
ム
ラ
イ
か
ら

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
へ
』（
一
九
九
五
・
一
、
玉
川
大
学
出
版
部
）、
大
澤

絢
子
『「
修
養
」
の
日
本
近
代　

自
分
磨
き
の
１
５
０
年
を
た
ど
る
』

（
二
〇
二
二
年
八
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
に
詳
し
い
。

（
5
）	

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
コ
ノ
リ
ー
は
、 The life story of O

rison Sw
ett 

M
arden　

の
成
立
に
つ
い
て
、「The m

aterial for this brief life story 
has been gathered from

 notes for an autobiography w
hich he had 

planned to w
rite, from

 m
em

ories of conversations spread over 
m

any years of association in coöperative w
ork w

ith him
, and from

 
correspondence w

ith the surviving friends of his youth and early 
m

anhood.

」
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）	

引
用
は
『
漱
石
全
集　

第
二
巻
』（
一
九
九
四
・
一
、
岩
波
書
店
）
に

よ
っ
た
。

	

　

国
木
田
独
歩
「
欺
か
ざ
る
の
記
」
に
は
、
明
治
二
十
九
年
十
月

二
十
五
日
に
「
今
日
山
路
氏
よ
りPushing to the Front

て
ふ
書
を
借

り
來
り
て
、
精
力
集
注
て
ふ
章
を
讀
み
、
感
ず
る
所
多
し
。」
と
、
翌

日
に
は
、「
午
後
、
獨
り
野
に
出
で
ゝ
林
を
訪
ひ
ぬ
。
プ
ッ
シ
ン
グ
、

ツ
ー
、
ゼ
、
フ
ロ
ン
ト
、
を
携
へ
て
。」
と
あ
る
。

（
7
）	

Ｅ
・
Ｈ
・
キ
ン
モ
ン
ス
『
立
身
出
世
の
社
会
史

―
サ
ム
ラ
イ
か
ら
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
へ
』（
一
九
九
五
・
一
、
玉
川
大
学
出
版
部
）

	
　

明
治
三
十
年
十
月
の
「
早
稲
田
文
学
」
の
「
新
刊
」
は
「“Pushing 

to the Front”

（
三
省
堂
版
）」
に
つ
い
て
、「O

rison Sw
ett M

arden

と

い
ふ
人
の
小
品
論
文
を
集
め
た
る
も
の
に
て
尋
常
中
學
の
上
級
な
ど
に

恰
好
の
英
語
學
教
科
書
な
り
、
略
〻
ス
マ
イ
ル
ス
の
『
セ
ル
フ
、
ヘ
ル

プ
』
に
似
て
其
の
効
用
も
ま
た
彼
れ
に
劣
ら
ざ
る
べ
き
好
著
な
り
、
逸
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話
、
格
言
な
ど
を
多
く
引
き
て
面
白
く
論
じ
た
れ
ば
、
少
年
の
志
氣
を

奮
發
せ
し
む
る
力
あ
り
、
文
章
も
簡
明
に
し
て
『
セ
ル
フ
、
ヘ
ル
プ
』

よ
り
も
讀
み
易
し
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
三
十
四
年
四

月
十
日
の
「
読
売
新
聞
」
紙
上
の
教
文
館
の
広
告
欄
は
、「PU

SH
IN

G
 

TO
 TH

E FR
O

N
T

」
が
「『
立
身
策
』
と
題
す
る
書
の
原
本
」
で
、「
諸

學
校
に
於
て
英
語
科
敎
科
書
と
し
て
盛
ん
に
使
用
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
り
」

と
し
て
い
る
。

（
8
）	

引
用
は
、B

oston and N
ew

 York, H
oughton, M

iffl
in and com

pany

版
（1894

）
に
よ
っ
た
。

（
9
）	

中
村
秀
次
郎
『
立
身
訓
』（
明
三
五
・
七
、
明
進
堂
）
に
お
け
る
「
一

握
の
砂
」
は
、
啄
木
が
こ
こ
か
ら
着
想
を
得
た
の
で
は
な
く
、a 

handful of 

が
「
一
握
の
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。a handful of

は
し
ば
し
ば
教
科
書
等
に
も

見
ら
れ
、
た
と
え
ば
、K

anda's new
 series of English readers no.4 

Rev. ed

（
一
九
〇
三
、三
省
堂
）
のLESSO

N
 X

V
II A

LEX
A

N
D

ER
 

TH
E G

R
EAT A

N
D

 TH
E SM

A
LL FEATH

ER
.

に
は“There is one 

thing alone w
hich can m

ake that feather lose its m
ysterious pow

er, 
and that is, place upon it a handful of earth, and then the sm

allest 
w

eight w
ill counterbalance it.”

と
あ
る
。

（
10
）	

「
明
治
四
十
丁
未
歳
日
誌
」
五
月
二
日

（
11
）	

た
と
え
ば
、
第
六
段
の
冒
頭
に
は
「
予
は
真
理
よ
り
も
寧
ろ
真
理
を
求

め
て
や
ま
ざ
る
心
を
貴
と
し
と
す
と
は
、
哲
人
ス
ピ
ノ
ザ
が
謂
へ
る

所
也
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
綱
島
梁
川
『
病
閒
録
』（
明
三
八
・
一
〇
、

金
尾
文
淵
堂
）
に
は
「
眞
理
貴
き
乎
、
眞
理
を
慕
ふ
の
心
貴
き
乎
、
予

輩
は
レ
ッ
シ
ン
グ
と
共
に
眞
理
其
の
も
の
よ
り
も
眞
理
を
求
め
〳
〵
て

休
ま
ざ
る
心
を
取
ら
ん
か
な
」
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、「
我
等
も
亦
、

美
其
物
よ
り
も
、
寧
ろ
美
を
求
め
て
や
ま
ざ
る
の
心
を
貴
し
と
す
べ
き

也
。A

 thing of beauty is a joy forever.

」
の
「A

 thing of beauty is a  
joy forever.

」
は
、
キ
ー
ツ
の
『
エ
ン
デ
ィ
ミ
オ
ン
』
の
冒
頭
部
で
あ

ろ
う
。「
美
の
神
は
妬
み
の
神
な
り
と
い
へ
る
ミ
ケ
ル
ア
ン
ジ
エ
ロ
が

心
こ
そ
忍
ば
る
れ
」
は
、「
渋
民
日
記
」
の
四
月
九
日
に
も
引
か
れ
て

い
る
が
、
は
や
く
明
治
二
十
六
年
三
月
の
「
文
学
界
」（
第
三
号
）
の

「
か
た
つ
む
り
」
に
「
美
術
の
神
は
妒
み
の
神
な
り
と
は
ミ
カ
エ
ル
、

ア
ン
ゼ
ロ
の
言
葉
と
か
や
」
と
あ
る
ほ
か
、
島
崎
藤
村
『
落
梅
集
』

（
明
三
四
・
八
、
春
陽
堂
）
に
「
美
術
の
神
は
妬
み
の
神
た
り
と
か
や
」

と
あ
る
。

（
12
）	

「
太
陽
」（
第
八
巻
第
五
号
、
明
三
五
・
五
）
引
用
は
『
改
訂
註
釈
樗
牛

全
集　

第
四
巻
』（
昭
五
五
・
三
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
っ
た
。

（
13
）	

雑
誌
「
成
功
」
に
つ
い
て
は
、
粂
井
輝
子
「
日
米
両
国
の
成
功
雑
誌
に

関
す
る
一
考
察
」（「
ア
メ
リ
カ
研
究
」
第
二
一
号
、
一
九
八
七
・
三
）、

傳
澤
玲
「
明
治
三
〇
年
代
に
お
け
る
立
身
出
世
論
考

―
『
成

功
』
を
中
心
に

―
」（「
比
較
文
学
・
文
化
論
集
」（
第
一
一
巻
、

一
九
九
五
・
三
）
に
詳
し
い
。

（
14
）	

岩
波
茂
雄
「
思
ひ
出
の
野
尻
湖
」（「
政
界
往
来
」
十
周
年
記
念
号
（
第

一
輯
）、
昭
一
四
・
八
）。
引
用
は
、
岩
波
茂
雄
『
岩
波
茂
雄
「
茂
雄
遺

文
抄
」』（
一
九
九
八
・
八
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
っ
た
。

（
15
）	

五
年　

井
上
花
筏
「
余
の
靑
年
觀
」
に
は
「
現
今
靑
年
は
元
氣
消
沈

し
、
意
志
粗
喪
し
、
操
行
紊
乱
せ
り
、
鳴
呼
勇
氣
滿
々
、
悠
々
と
し
て
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迫
ら
ざ
る

の
も
の
幾
何
あ
り
や
。
今
や
活
氣
な
く
、
品
性
な
く
、
大

志
想
な
く
、
大
抱
負
な
く
生
意
氣
無
主
義
腐
敗
墮
落
等
有
り
と
あ
ら
ゆ

る
忌
々
敷
き
語
は
上
下
一
般
靑
年
に
向
つ
て
注
ぐ
征
矢
な
り
、
彈
丸
な

り
」
と
あ
る
。

（
16
）	

「
太
陽
」（
第
八
巻
第
一
号
、
明
三
五
・
一
）
引
用
は
『
改
訂
註
釈
樗
牛

全
集　

第
四
巻
』（
昭
五
五
・
三
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
っ
た
。

（
17
）	

「
太
陽
」（
第
八
巻
第
五
号
、
明
三
五
・
五
）
引
用
は
『
改
訂
註
釈
樗
牛

全
集　

第
四
巻
』（
昭
五
五
・
三
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
っ
た
。

（
18
）	

「
石
川
啄
木
の
『
永
遠
の
生
命
』」（「
日
本
研
究　

国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
紀
要
」
第
二
三
集　

二
〇
〇
一
・
三
）

（
19
）	

今
井
泰
子
注
釈
『
日
本
近
代
文
学
大
系　

第
23
巻　

石
川
啄
木
集
』

（
昭
四
四
・
一
二
、
角
川
書
店
）

戸
塚
隆
子
は
（
18
）
に
お
い
て
、

	

　
　

初
め
よ
り
い
の
ち
な
か
り
し
も
の
の
如
あ
る
砂
山
を
見
て
は
怖
る
る

	

の
一
首
に
つ
い
て
「
逆
説
的
に
読
め
ば
、
啄
木
は
〈
砂
〉
が
『
生
命
』

あ
る
存
在
で
あ
る
事
を
予
期
し
て
い
た
事
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。


